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マスカット葡萄の拒絶・忍び泣く葡萄酒

一一『若き芸術家の肖像Jにおけるスティーヴンの芸術的聖体拝領＊

小島基洋

ジェイムズ・ジョイス（JamesJoyce）は初の長編小説『若き芸術家の肖像』 （A

Portrait of the Artist as a Young Man, 1916) D の中で，それまでの人生を一人の主人公

に託した。スティーヴン・ディーダラス（StephenDedalus）と名付けられたその人物

は，作者がそうであったように，教会から離れ，芸術家として生きる決意をする。し

かしカトリックの教義が根強く残る十九世紀末のダプリンに育った彼（ら）にとっ

て信仰とは単に忘れ去るべきものではないようだ。

-Do you believe in the eucharist? Cranly asked. 

-I do not. Stephen said. 

-Do you disbelieve then? 

-I neither believe in it nor disbelieve in it. Stephen answered. (260) 

決別したはずのカトリックの儀式・聖体拝領を，スティーヴンの創作原理として再活

用するジョイス。本論ではその妙技を跡付けてみたい。

1. マスカッド葡萄の拒絶一一『モンテ・クリスト伯』の影響

幼き日のスティーヴンはカトリック作家アレクサンドル・デュマ（Alex田 dre

Dumas）の『モンテ・クリスト伯』 （TheCount of Monte Cristo. 1844-46）に熱中して

いる。日本でも『岩窟王』の名で知られるこの作品は，主人公ダンテスの失われた恋

と壮絶な復讐の物語である。青年ダンテスは美しい恋人メルセデスとの結婚を目前に

しながら，あらぬ嫌疑によって十四年もの牢獄生活を余儀なくされる。その後，脱獄

＊ 本稿は2012年11月10日に行われた京大英文学会年次大会において「ジェイムズ・ジョイス

と聖体拝領一－r若き芸術家の肖像』を中心にjというタイトルで口頭発表した内容に加筆修
正をしたものである。

1）本書からの引用ページは（ ）内に数字で示す。
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を果たして財宝を手に入れるものの 2 モンテ・クリスト伯を名乗って再び彼女の前に

現れた時には，想、いを寄せたメルセデスは既に人妻となっていた。そんな彼ら二人の

感傷的な再開を，スティーヴン少年は空想の中で再現する。

His [Stephen’s] 巴V巴江lingswere his own and h巴por巴dover a r3gged translation cf 

The Count o/Mnnte Cristo. and in his [Stephen冶］ imagination he lived through 

a long train of adventures, mRrvellous as those in the l::nok itself, towards the close 

of which ther巴app巴aredan image of himself, grown older and sadder, standing in a 

moonlit garden w1出 Mercedeswho h;id so many years before slighted his love, and 

with a sadly proud gesture of refusal, saying: 

-Ma::lam, I nev巴reat muscatel grapes. （下線筆者， 64~65)

メルセデスの邸宅で関かれる夜会に現れたモンテ・クリスト伯。彼になりきったス

ティーヴンは，かつて想いを寄せた そしてその想いを裏切った一一恋人が勧め

るマスカット葡萄を「悲しげで誇り高き拒絶の身振りJ("a sadly proud gesture of 

refusal”）と共に拒む。

長大な物語の中から唯一，引用される伯爵の台詞「奥様，私は決してマスカット葡

萄はいただきませんJ（“JVIadam, I never eat muscatel gr且pes”） この言葉がス

ティーヴンに及ぼした影響は，次のような場面に見出すことができるかもしれない。

ー頁前に戻ろう。そこにはチャールズ叔父さんと貿い物に出かけた幼いスティーヴン

の姿がある。

日巴［uncleCharles] would seize a handful of g日~ and sawdust or thr巴邑 orfour 

Am巴ricanapples and thrust the江ngenerously into his grandnephew's h副1dwhile 

th巴shopmansmiled uneasily, a11d, on Stephen’s f巴i削 ingreluctanc巴tot;ike th巴m.h巴

would frown and say 

-Take th巴m,sir. Do you h巴arm巴，町？ They’re good for your bcwels. 

（下線筆者， 63)

オ材禽と共に，「葡萄J（“grapes”）を手渡された少年スティーヴンは一一ーもちろん最終

的には受け取るのだろうが あえて拒絶の身振りを「装う」（“feigningreluc 

tancε’）。

あるいは‘伯爵のマスカット葡萄への拒絶が，メル七デスからの愛の拒絶を意味す

ることを考えれば，次の描写にも例の台詞の痕跡を見出すことが可能だ。少年期の終

わりを迎え，現実の少女エマ（‘E-C一”と記述される）に恋い焦がれるスティーヴ

ンは，彼女に捧げる愛の詩を創作する。
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The next day h己satat his table in the bare upper room for m在日yhours. B巴forehim 

lay a new pen. a n巴wbottle cf ink and a new巴meraldex巴rcise. . On the first line of 

the page aj:peared the title cf th巴V巴rseshe was trying to write ・ To E C . 

But his brain had then refused to ,i:r_i::迎且Ewith the theme and. desisting, he had 

covered the pag巴withthen紅nesand addr巴SS巴sof certain of his classmates : 

（下線筆者； 73)

最終的には二人の恋愛詩を完成させるスティーヴンだが，その創作過程で一旦，集中

力が途切れ，筆が止まるcこの時，彼の頭脳が「拒絶」した（“refusedつのは．愛の

テーマに「取り組む」（“grapple＂）ことである。ここで用いられる動詞“ grapple”は，

綴りから予測されるように1 “grap巴”と語源的に同系諾（原義は「鈎J）である2）。恋

する詩人スティーヴンは憧れのモンテ・クリスト伯にならって，（葡萄の拒絶＞3）をそ

の言葉の奥底で演じているのだ という解釈は，あるいは読者の深読みに過ぎるの

かもしれない。

しかしエマを想うスティーヴンが，悲恋の主人公ダンテスを一貫して意識してい

たことは，やはり疑い得ないだろう。気まず、い関係に陥っていたエマとの最後の遜遁

が記された日記を引用する。

APRIL 15.・Mether today pointblank in Graft~n Street. ... Asked me was I 

writing poems? About whom? I asked h号r.. In th2 midst of it旦恒生fu'.Imade_Gl 

sudden gestur巴cfa r巴vclutionarynat~・ Imusthav巴lookedlik巴afellow throwing 

a handful cf peas into the air. People began to lcok at us. Sh巴shookhands a 

moment aft巴rand, in going away, said she hcped I would do what I said. 

Now I call that fri臼1dly,don’t you? 

Yes, I liked h巴rtoday. A little or much? Don’t know. I liked her‘and it s芭巴msa

new feeling to me. （下線筆者： 274-75)

エマに恋い焦がれながらも，その真の姿に幻滅しつつあった青年スティーヴンは，そ

のぎくしゃ〈とした会話の途中で「不透にも」「突然，革命家じみた身振り」をしてし

まう。憧れのモンテ・クリスト伯のように「悲しげで誇り高き拒絶の身振り」をする

2）ジョイスが愛読したSkeatの語源辞典を参照すると“grapple＂の語源的説明がされた後で！

“grape”の〕買を参照するよう指示があるつ

3) Skeatの語源辞典は？“refuse”の語源はラテン諮“refundere”であるという説を紹介し！その

意味を“pourback”（注ぎ返す）であるとしている。そうであれば，“refuseto grapple”とい

う表現は1 「葡萄（酒）を注ぎ返すJという意味を隠し持っていることになり，次セクション

で論述する（重体拝領の拒否〉というテーマにもつながってい〈。
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ことには一一あれほどシミュレートしたにも関わらず4）一一失敗しているのだが，

自分とエマの別れは「友好的」（“friendlyつであったのだと満足するスティーヴンの

様子は，我々を『モンテ・クリスト伯』のテキストに連れ戻す。そこには，庭になる

果物を拒絶し続ける伯爵に傷ついたメルセデスが「自分たちは友達ではないのか」と

問い詰める場面がある九

. . 'But,' said the count巴ss.breathlessly, with her eyes fix巴don Monte Cristo, 'We 

are friends are w巴not?'

The count became pale as death，℃ertainly, w巴ar巴friends,'he repli巴d，‘why 

should we not be？’（Dumas, 556) 

芸術家として旅立つスティーヴンは，エマとの関係を些か強引にも，美しき友情とし

て解釈している。そこにはモンテ・クリスト伯の強い影響がうかがわれる。恋の終り

が，愛読書『モンテ クリスト伯Jのエピソードを介して，友情の始まりになってい

るのだ6）。

しかしながら，小説『モンテ クリスト伯』が「若き芸術家」スティーヴンに与え

た影響7）を彼の恋愛事情だけに限定するのは，片手落ちの感が否めない。更なる探求

4）伯爵とメルセデスの再会場面をスティーヴンはいたく気に入っているようで，少年期の終わり

に差しかかってもなお，「悲しげで誇り高き拒絶の身振り」を空想していた。“日esaw again 

the small white hコusea口dthe g旦Iden of ros2-bushes on the road that led tn the mountains and 

he remembered the sadly pr・Judgesture cf refusal which he was tJ make th2re, standing with 
her in the moonlit garden afte1 years of es廿angementand adventure. ”（下線筆者， lCfi-C5) 

5）果物を受け取ろうとしない伯爵に対し，メルセデスは「同じ屋根の下でパンと塩を分け合った

者は永遠の友達になる」というアラピアの習慣を持ち出すものの？伯爵は「ここはアラピアで

はない」というつれない返事を返す。そこで夫人は「では，私たちは友達ではないのか」とい

う問いを発することになる。（Dumas.55'1-56) 

6）『モンテ・クリスト伯lのダンテスとメルセデスの和解がなければ？スティーヴンとエマの

「友情」は捕かれえなかったかもしれない。『若き芸術家の肖像』の原型となった習作『ス

ティーヴン ヒーロ－1(St，ψhen品川では，スティーヴンが衝撃的な告白一一「一夜だけ
を一緒に過ごし翌朝になれば別れを告げて二度と会わないようにしよう」（Joyce.Ste戸hen

Hero. 198）一一ーをしたせいでτ エマとの関係は修復不可能なまでに破綻していく。『スティー

ヴン・ヒーロー』の中で絶縁状態に陥った二人を，ジョイスが『若き芸術家の肖像』の最後で

救済しようとするための仕掛けが，『モンテ・クリスト伯Jの導入だ、ったのではないか。

7）『モンテ クリストイ叫が『若き芸術家の肖像』に与えた影響について言及した文献は複数あ

る。たとえば，主人公モンテ・クリスト伯が悶籍や言語に縛られないエグザイルであった点を，

スティーヴンのアイルランド出国との関連で指摘した Kershner や Seidel。あるいは，蓄l~tの

モチーフを刺1にメルセデスをベアトリ←チエ，聖母マリアなど複数の女性との関連で論じた

Sewardなど。ただし，いずれも「友情jの問題には立ち入っていない。
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のために，もう一度，例の台詞に立ち返ってみよう。

2.葡萄酒くさい息一一一聖体拝領の拒絶

モンテ・クリスト伯の台詞「奥様？私は決してマスカット葡萄はいただきません」

に，スティーヴンの宗教への決別を読んだ批評家にヒユー・ケナー（HughKenner) 

がいる針。葡萄の拒絶と宗教への拒絶 一見すると無関係に見える両者の中間に，カト

リックの秘儀－聖体拝領を配置すれば その関連性を見出すことは確かに不可能では

ない。

たとえば，幼少期のスティーヴンは自らの初聖体の日をこんな風に振り返っている。

Because on the day when he had made his first holy c~mmunion in the chap巴lheh8d 

shut his eyes and op巴泊edhis mouth and put out his tongue a little and when the 

rector ha:i st口opeddown to give him th巴holycommunion he had smelt主主包E笠担E

smell off the rector’s breath after the wi田 ofthe mass. The word was beautiful . 

wine. It ma:ie you think of dark purple b巴causeth巴grapeswer巴darkpurple that 

grew in Gr巴eceoutside houses like white temples. But the faint smell of the rectnr's 

breath had ma:ie him feel空豆E主主己主豆onthe morni幻gof his first c口mmunion. 

（下線筆者； 47)

幼きスティーヴンにとって 初めての聖体拝領の記憶は，校長の葡萄酒くさい怠の匂

いと共にある。葡萄酒への生理的嫌悪感を，後に彼が聖体拝領を拒絶することの予兆

と捉えることは可能だろう（同時に，彼の「言葉jの響きへの陶酔には着目しておい

てもよい）。

後年，校長に呼び出された青年スティーヴンは，「天なる神を祭壇へ呼び出し，パン

と葡萄酒の形をとらしめる権能と権威」（“thepower, th己authority,to make the great 

God of Heaven come down upon the呂ltarand take t.h巴formofbr巴adand wine”171）を

もっ聖戦の道を観Jめられるものの，悩んだ末に「僕は決して聖職者として聖植を前に

香炉を振ることはない。僕の運命は社会と宗教の秩序から逃れることにある」（“He

would never swing the thurible before the tabernacle as priest. His destiny was to be 

elusive of social or religious orders.' 175）と考える。このように スティーヴンにとっ

て聖体拝領はカトリック信仰の象徴的存在であり，更には実際的な麟きの石ともなっ

ていく。聖職者になるどころか，信者としての信仰も次第に揺らいでいくスティーヴ

S) Kennerは「私はマスカット葡萄を決していただきません」という台詞を聖体拝領の拒絶と関

連付けて読むことの可能性を示唆している。本セクションではそれを具体的に昔前じていく。
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ンは，親友クランリーとこんな会話を交わしてもいる。

-. . She [my mother l wishes me to make my型笠旦昼旦ヱ：
And will you? 

-I will not, Stephen said. 

Why not? Cranly said. 

-I will not serve, answer巴dStephen. 

53 

（下線筆者； 25960) 

ここで言及される「復活祭の義務J（“easter duty”）とは，自らの罪を教会で告白した
上で，聖体を拝領することである。スティーヴンは母の願いを聞き入れることもなく，

カトリック教会に別れを告げる。それは同時に，当時のアイルランドに居場所を失っ

ていくことをも意味した。こうして彼は芸術家として立つペく，一人祖国を離れ，大

陸へと旅立つことになる。

葡萄酒の匂いにむかつきを覚えた幼き自のスティーヴンは，やがて大人になると自

らの意志で聖体拝領を拒絶することになる。そこには一貫して3 モンテ・クリスト伯

の台詞「私はマスカット葡萄はいただきませんJのかすかな響きを聞き取ることがで
きる。

3. 忍び泣く葡萄酒一一芸術的聖変化

宗教的儀式としての聖体拝領を拒絶するスティーヴンであるが，その神秘的な儀式

は密かに彼の創作原理の中に取り入れられていくこととなる。芸術的聖体拝領が，宗

教的聖体拝領に取って代わるのだ。

その一例を，以下の引用の中に見出してみよう。大学への通学途中でスティーヴン

が創作した苦手矯な五行詩である。

The ivy whines upon the wall, 

And whines and twimう弓 upon the wall, 

The ivy whines upon the wall, 

The yellow ivy upon the wall, 

Ivy, ivy up the wall （下線筆者， 193)

この不可思議な詩を解明するポイントは，おそらく，三度繰り返される“whines”

（「忍び泣く」）という単語にある。この語は主語“ivy”（「蔦」） 9）の動詞として用いられ

9）五行詩冒頭“Theivy”がスティーヴンの頭に浮かんだ理由については，彼が歩いていた北ス
トランド通りに＂ theIvy Church”という教会があったからだという Bidwellの説明がある。
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るのだが，「忍び泣く蔦Jというのも奇妙なイメージである。この発想、は何に由来する

のだろうか。

「蔦」が登場する場面と言えば幼少期のスティーヴンに次のような記憶があ
る。

There were coloured lanterns in the hall of his father’s house and ropes of g
reen 

branches. There were holly and立Eround the pierglass田dholly田d担y_.green 

and red.~並~round the chandeliers目 Therewere red holly叩 dgreen主主round 

the old por凶 its旦生三笠盛壬Hollyand立Efor him and for Chris回 as.

Lovely ... （下線筆者； 18)

スティーヴンが想像するクリスマスの光景の中には後年に五行詩の基本モ
チーフと

なった“ivy”九wine(d）”、nthe wall，，が，確かにすべてーーただし“whin
e”を除い

て一一ー出揃っている。

では，五行詩の鍵語であるはずの“whin巴”という単語はどこから混入してき
たのだ

ろうか。その答えはおそらく一一既に予想がつくかもしれないが一一一聖
体拝領に不

可欠な，そして彼が拒絶せざるをえなかった，“wine”だ。幼き日に，その強
烈な匂い

にも関わらず，「美しい」と感じたあの言葉である（“Theword was beautifu
l : wine.” 

47）。つまり，この五行詩の中でスティーヴンが行なっているのは，音声的連
鎖によっ

て，“wine”を“whine”に〈変化〉させ，そして“w凶ne”から“twine”へと
く変化〉

させる聖変化のパロデイーなのである JO）。メルセデスの葡萄を拒むモンテ
・クリスト

伯さながら，教会で聖別された葡萄酒に口をつけることのないスティーヴ
ンではある

が，言葉の上では，自ら葡萄酒を聖別する司祭となるのだ。

4.許されない罪，毒々しい香り，弱々しい歌一一ー反転する聖体拝領

菊萄酒の言語的聖変化一一前セクションで提示したこの読みを裏付けるため
には，

五行詩の直前の段落，大学に向かうスティーヴンが路上で空想、にふけって
いる場面を

参照する必要があるだろう。そこには，聖体拝領に関連するイメージ一一〈
告解〉〈霊

橿〉〈聖歌〉ーーが周到に配置されている。

... Stephen, remembering swiftly how he had told Cranly of all the tumults
 and 

unrest and longings in his soul, day after day and night by night, only to be answ
ered 

10) whine, twineといった単語の中に， wineという音が聞こえると述べたO’Learyの論
文には言

及しなくてはならない。 O’Learyは，そこからivyと共に育つvineを想起しているのだ
が，

聖体拝領との関連性は想定していないようだ。
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by his friend’s listening silence, would have told hims巴Ifthat it was th巴faceof a 

guilty priest who heard confessions of those whom he had not power to absolve but 

that he felt again in memory the gaze of its dark womanish eyes. 

Thnugh this image he had a glimpse of a strang2 dark cavern口fspeculation but 

at once turned away fr仁mit, fe巴lingthat it was not yet the hour to enter it. But the 

nightshacle of his friend’s listlessness seemed to b巴diffusingin the air around him a 

tenuous and d巴adlyexhalation and he found himself gbncing from one casual word 

to anoth巴ron his right or left in stolid wonder that 1山eyhad been so silently emptied 

of ins北antaneoussense until every m巴anshop legend bound his mind like the words 

cf a spell and his soul shrivelled up sighing with age as he walked on in a lane among 

heaps of dearl languag巴， Hisown consαousness cf languag巴wasebbing from his 

braiロandtrickling into the very words th巴mselveswhich set to band and disband 

themselves in wayward rhythms （下線筆者； 192-93)

スティーヴンは親友クランリーの容貌を思い浮かべ，それを「免罪してやれない者た

ちの告白に耳を傾ける罪深き聖職者の顔」だと考える（〈告解））。更に，クランリーの

物憂げな様子が毒を「空気中に雌き散らしている」様を想像し（（香炉）），街に溢れる

看板の「死んだ言語」（ラテン語を示唆するか）山を自にしながら，思わず声の混じっ

た吐息一一「i留め息」一一を漏らす（（聖歌〉）。
事前に必ず済ませておくべき（告解〉は言うまでもなく，〈香炉〉と（聖歌〉は聖体

拝領の儀式の重要な要素で、ある。実際？スティーヴンの記憶に「生徒が香炉を振ると，

香が煙となって両側から立ち上り 聖歌隊にいるドミニク・ケリーが最初のパートを

独唱した」（“ the incense went up in clouds at both sides as th巴fellowswung the 

cens日rand Dominic Kelly sang the first part by himself in the choir. ’47）というものが

ある。

以上のことからも，五行詩とその前段落におけるスティーヴンの思考の中にす翠体

拝領のプロセスが埋め込まれていたことが分かるだろう。〈告解）が行われた後に，司

祭クランリーによって（香炉〉が振られ，信徒スティーヴンがく聖歌〉を歌う。そん

な中で菊萄沼が徐々に形を変えて 忍ぴ泣きながら絡みついていくのである。許され

ない莞毒々いミ香り，弱々い吠そして忍び泣く葡萄酒一一ここで行われている

のは，神々しい（宗教的）聖体拝領のすべてがネガティヴなイメージへと反転した

く芸術的〉聖イ本拝領なのだ。

11）「死んだ言語」とラテン諾の関係は，当日，司会を務められた横内一雄氏に指摘して頂いた。
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5 光り輝く蔦一一混交する錬金術

五行詩を創作しながら聖体拝領を再現した「若き芸術家」スティーヴンは，明け方

の自室で，エマに捧げるヴイラネルを創作するのだが，その際に自らをこう称してい

る。

... a priest of eternal imagination，立主旦E旦旦旦旦g_the daily bread of巴五perienceinto th巴

radiant body of ev巴rlivinglife. （下線筆者 240)

「永遠の想像力の司祭」一一芸術的聖体拝領を行うスティーヴンは，自らの創作活動を

「日々の経験というパンを永久に生き続ける命をもった光輝く肉体に変えるJという聖

変化のイメージで語る。この時，彼が「変える」という単語に，聖体変化を示す

“transubstantiate”ではなく 錬金術の用語“transmute”を用いていることは興味深

い。また，パンから生み出された肉体が「光り輝く」（“radiant’）ことにも着目してお

く必要があるだろう。どうやら スティーヴンの芸術的聖体拝領には錬金術のイメー

ジが混交しているのである。

それを踏まえた上で 9 再び，例の五行詩に戻ろう。創作直後にスティーヴンは自ら

の作品について一一ーさすがに自瑚気味ではあるが，読者はそれに踊されてはならない

一一このような感想を漏らす。

Did any one ever hear such clri刊 I? L~rd Almighty! Who ever heard of主主

whining on a wall ？主~主江主； that wぉ allright ~笠並笠y_ also. And what 

about ivory ivy? 

The word now shon巴inhis brain, clear巴rand bri日ht巴rthan any ivory sawn from 

the mottled tusks of巴l巴pha_nts. （下線筆者； 193)

ここで．五行詩に登場した“ivy”が，スティーヴンの頭の中で，“ivory”のイメージに

（変化〉していった理由はもう明らかだろう。「篤jが「象牙Jになる理由一一一それは

おそらく，“ivy”に V〆（フランス諾で「金」）を足したものが“iv-or-y”だからだ。

忍び泣いていた緑の蔦は，明度をi曽すことによって「黄色い蔦」になり，「黄色い象

牙Jとなる。そして「象牙色の蔦」になった時に「象のまだらな牙から切り出された

どんな象牙よりも，より鮮やかにより明るく」「光を放っ」のである山。

12）本論とは全く違った方向肢の読みとして， l 4丘udEilmannのものが挙げられる。彼女は五行詩

とその前後の段落の言語に，循環する体液や呼気のイメージを読み込む。
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終わりに

若きスティーヴンの芸術的な極点を「忍び泣く蔦」の五行詩に求めるのは一一それ

が前後の段落を含めて巧妙な芸術的〈聖体拝領／錬金術）になっているとしても

やはりフェアではないだろう。彼が少女エマを想、いながら創作したヴイラネルを最後

に参照しておきたい。

Are you not weary of ardent ways, 

Lure of the fallen seraρhim，つ

Tell no more of enchanted days, (242) 

こうして始まる十九行詩は，エマと思しき女性の肉体的魅力と．それに魅了されるこ

とへの抵抗をテーマとしている。「機天使たち」をも堕落させるその魔性を前にして，

モンテ・クリスト伯のような決然たる「拒絶」をすることは容易ではない。

その‘方で．この詩の中には明白にE主体拝領のイメージが織り込まれていく。〈香

炉〉が焚かれ一一「炎の上に賛美の煙が／海より立ち上る，海原を覆い尽くして」

（“Above the flame the smoke ofρraise/ Goesゆfromrim to rim，”） ，（聖歌〉が歌

われ 「我らの切れ切れの叫ぴ声と悲しげな歌は／立ち上って聖体の賛歌となる」

（ιOur broken cries and mournful lays/ Rise i河口neeuchanstic hymn，”）一一一， そして遂

に〈聖杯〉が満たされる。

While sacγificing haηds upγaise 

The chalice flowing to the bγim, 

Tell no moγe ofencha；礼t巴ddays, (243) 

この箇所にもやはり，モンテ・クリスト伯の台詞の影響を指摘することが可能だ。聖

体拝領のヴィジョンは，両の手で掲げた聖杯、を傾け，その液体がi益れださんとするそ

の瞬間までしか描かれていない。スティーヴンは一一一この時に空想した「光り輝く」

（“radiant”242）エマの魅力に抗い得るかどうかは別としても 少なくとも，その

詩的ヴイジョンの中では，「決して」菊菊酒を口にする事はない日）。

子供の頃に熱中した『モンテークリスト伯jの台詞「奥様，柱、は決してマスカット

葡萄はいただきません」は こうして芸術的聖体拝領の司祭スティーヴンの代表作で

13）『若き芸術家の肖像』 3章の終わりでも同じ現象が起こっている。罪を告白した上で。聖体拝

領に臨むスティーヴンの自の前にチボリウム（聖体の容器）が到達した瞬間（“Theciborium 

had come to him，” 158）に章が終わり！実際に口に入れる場面は描かれていない。
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あるヴィラネルにまでその痕跡をとどめているのである。
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